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が雪渓の前面に集積したにすぎないようである由

雪閏雪蝕地形は黄金ケ原化雲矯東商部忠別醤東

部などによくみられ残金ケ原北部のものには凹地上部

再の崖が簑段みられる司

このような地質による分布の差異はある種の高山植

物の分布にも認められるとのことであ1)(林業試験場道

支所鮫島淳一郎筑のご教示による)氷期&後氷期の

みごとな対応をみ世でくれる.

(筆者らほ北海道立地下資源調査所および北海道大学理学部)･
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詑州欝鏑

旭州湯沌察谷漆線紀入り列箪秘塩狩牒の薬映箏イ

ツ砂淡⑳防霧榊誌闘功渚ぷぎ鋤鴻鉦馬なく

耽鰯⑳匂淋漂繍てくる帯けれ婆も慧芯は漢怒序⑳図

峠を下る絃塙寄盆地⑳氷閏風凝淋じぱらく続然氷稲

の北隈飽帯湾鎗篭由闘然火の米への執瀞詮塞護蜜ざと

鹸轟鋲

感じでいるうも薬深もすぎふと気秘付く詮難窓ぽ

は山地秘近ぢ慧狭い沖積地坤河津段湿にはひなび花畠

北端の旅愁北へのあこ淋れといっ花人膚の期待と旅�
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騎､榊

､一憂一曲

欝婁灘サ裸ペッ原欝の繋鶴(穂瀦騒襲禽養沁)後刻輔幌窟士を望勘

気がある芭それもそのはず天北酪農地帯開発の前線

基地なのである吉そんなことよ1)も蜜ず濃泉ぽ行ら

で旅の疲れを癒すζと終しよう,｡駅前からバスが連絡

する淋遂00円払って索クシｰで行ってもよい､市街

から約移ぬである｡

豊當温泉は文字どおり日本最北ρ温泉郷である由

サロベツ地域は地質学的にみると幌延断層(北は宗谷

麺的りぷ裡い

から南は雄信内を経てきらは南に蕪びる大断層)の碩側

に位置し新第三紀弗新棋から鮮新植の堆積岩が主体で

石油1天然ガスを産出する天地滴蘭地帯として知られて

いる｡ζの温泉は大正独年府滴の掘さく串は天然ガス

とともに湧出し花もので泉温は43℃とそれほど高くな

いがラジウムを含有しその放射能は高く皮膚病と

こい

火傷1&効果あるといわれる.温巣の付近は鱒新世の声

とい

問層からなるカミ'その下値紀串新抵の雛内層(硬質頁

岩)･増幌層が累積し油徴は増幌層にみられるのであ

る｡幌延断層の東側は宗谷炭閑地帯となっており澄

療市街地の遠路をさらに行くを筒曹釆塩の炭棚ζ翌る苗

炭頭地鋤調味のあ破は帥労へ蝿を摩す秘よい曲

私たちは濃療に一消して明筒は原野の探勝縫出かける

ζお紀しぶ蚤由

妙獲べ籔嫌野⑳轡然繋鶴(維朕内)

サ漠戎ツ原野をはじめて読杓るとしたら魯凋末から

ア月熔がけでの時期湾繕番ぷい古松かじ原野の本当

の味は四拳を通泌懇諦れ滋はれぽ杓が鰺概耽ろう､

鐙欝の市街か惑原野壷横断沈篇遺が一派蒸吻でいる､

わ加酋く姦い

海巌の稚朕胸蜜鷲減渓愁溝る亭しかし短絡閥に原

野を観察にま曇墾城篇な島蟻じで恋輩の吻を借りな

はれば能楽駒湾は概､.

市街地か密察谷漆線の無人踏切を横ぎり原野へ入る珀

しばらくは下落べ鴛燃ベツ川の沖積地帯で比較的肥

克花土地である昔周辺紀は広冷とした章地か敵ナ凄

さに酪農地帯である.けれどもところどころに残さ

れたヤチダモやヤチノ･ンノキの疎林の下に春先には水

はしぶうやエンレイソウの灘落がみられ原野の名残り

をとだめてい乱晴れた目にはフ属ントガラスを通し

利用當士が71轟台湾漢で雪を残し荒々しい勇姿をみ

せてくれる｡福永幹線擁水路を渡ると遣は直病紀左

折する宮そのすぐそばの昔の拓植実習揚の淳サぶ書の

麓物カ螂象的である｡ここから道路は原野を真直は横

餓嚢劉サロベツ原野北部の泥炭分布図(北海道開発局)�
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切り泥炭地に突入する.この付近の遠路は改良して閥

がないので車はかなりのスピｰドで走れるが凹凸は

激しい､盛っては沈み沈んでは盛るこういった繰

り返しか過去何回となく行なわれた遺跡である,鴻

炭地の特性はこんなところにもはっ蜜りあらわれている､

車の鶴れから泥炭地に入った爽感を感じとりてもら抽う｡

周迦は灘シの灘落か測)なく続曹その卵に､叙冷とヤチ

中ナギ脅⑳織の灌木恥入1κんでいる熱型的な儀位泥

炭地⑳凝観で蘇る由希淡て宥紬㌶滋鴛ヅ球ツ⑳鰯木､

惑瀬縫?く｡ア吻滋ヅ呼ツ⑳陶ζ多側1勃淡り大慧な

維禽秘あ菊､森も糧根は渉滋浅ツ爽験艦揚お翻慈れで

苫滴害芯逐は据炭地を無客圭で築地化篶酪農経犠形

成動慧せ盆蚤詮は修踏蟹れ愁実験農場で潜る｡げ勇泌

も酪農を代表するサイりはみ麦ない｡漉炭地ではあの

典型的な縦長のサイロは不適娑なのである苛ζのこと

は泥炭地に粘ける地盤の沈下問題を表明しているわけで

ある.

左窓の湿原のかなたには露を交え蟹戴楼のように水

画か浮び上って見える､これは原野のほぼ串央にある

ぺ!ケ沼である､原野にはこういった沼が大小いくつ

かあ1)それぞれ異な乃花性質を示している｡

ペンケ溜(上沼)は繭積笈､73㎞簑流入河川は下汲べ逝

勲ベツ州秘福永幹線排水路を通じて流入し排水州は繭

端からでてサ獺ベツ川に注いでいる｡水色は泥炭沼特

有の褐色で透明度が悪い宙水深は浅く0.85～支出00醜で

pHは6帝わ6.9溶存酸素は表1底層ともほとんど差が

なく7.9～9｡ゆp搬擦素は婁2,4～47,5pp雌である｡ワ

カサギウグイワナそれにスジエビなどの漁獲があ

る､めずらしいものとしてヒブナ淡発屍さ叔ている｡

ペンケ沼の約2㎞商にはパンケ沼(下沼)があるが

残念ながら車上からはみえない｡繭積は遂｡6㎞竃でペン

ケ沼よ1)大書い古岬1溶存酸素量はペンケ沼とほと

んだ変わ1)ないが塩素は6月頃で表層玉00.晦算道肛底層

王側～!紹岬搬であるが§肩上旬になると讃層で鮎工.1

搬搬底層で遂鯛｡榊岬にも瀧する､これは海水がサ

減ベツ州を通じて逆流していることを物譜るものであ

る吉よ漁瀦1の対象はヤ環トシジミスジ黒ビなどとなっ

孫喝畠余駿&な繍芸ζごて敢杓たスジ渓ビはカ四工

凄れ八郎潟麓⑳滋ぱぷなゆて市場ぽ脳燭鳶卿懇あ翫

妙瓢浅汐集験燦揚蜜掘ぎ篭と前方紀はζ杉もリ繁っ

花暦淡島状繕横花わりでいる占忽れは丸山詮ぷぱれる

洪積育地で移る由遠路脇に213軒の拳家がみ免る.

そして湯ツティングの土の亀も気になってくる.口

ぷム状の堆積物で齢る凸それよりもトドマツエゾ

マツバル篁レイクヤヤチダモナナカマトハン

ノキなどの森林景観に一瞬泥炭澄地ρ真刺ζいること

を忘れさせる畠けれども昨隼(エ969)ζの森林飽帯

の一部に泥炭刹周の化学工場秘建設された､開発と自

然保護ごの原野紀も現代の矛層がひしひしあ押し寄

せているのである茗

丸山を過ぎると再び大海ρような湿地帯に出る､､

注意してみると丸山の前の湿地とごζでは植生林異な

っている｡一繭のお花轟とイビした高位泥炭地である.

エゾ湾ンヅウやヒメウギアヤメの灘捧一春から初秋に

かけてこの花園には例種類もの野草湯河憐な生命を咲か

せ利用届の勇姿を背景に北国の風物詩か展開されるの

である吉なるほどチサ湧ベツ原生花園｣の標識が員

につく､革を止めて高位泥炭地のなかに入ってみよう.

簿違魍ツガシワの灘藩一(耽大船学部迷論瀧爽)

簸纂鰯総繊耀擬繊(蔓シの灘落)〔北海道来開発溌鉄地飼養報告

童鰯から糧載〕�
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籍鰯シラ沸ンバア影孤加ツの縫合持サ韓ベツ瀦織艦南豊窟

1蜥艦地制)峨擁道兼闘織雇巌総譲総織割§鑓から転職〕

れが薫ズゴケ泥炭である.あ濠!)新鮮な感じではない､

そのはずである実はこの付近の高位泥炭は以前に一度

繰取され現裡その跡地がやっと復元されてきたとこ

ろなのである古泥炭地の復元?ちょっと考走られな

いことだろうがここにも生意でいる泥炭の特性があら

'われているのである.復元跡地とはいうもののホロ

ムイスゲツル鴛ケモそガン鴛ウランェゾイソツツ

ジなどの灌木類や草花がみ走る古ツル螢ケ青モの小さ

く苛憐な白い花やがて秋には真赤な実をつけるであろ

う.そうした自然の営みも原野ならではの詩庸であ

る.

館冨鰯帖しサ環ベツ簾騨剛五晒の蔦位溌炭地の澱鰯〔北海道未開

錐潴巌燃嗣養勲沓工9欝から転載〕

丘(豊徳台地)を横ぎり海岸に至る右は台地に沿っ

て北へ豊里落合兜沼へ通ずる道である.

先を急ごう.やがてサ減ベツ川を渡る闘運橋にさしひとまず海雌へ出てみよう.まもなく露頭らし

かかる,この橋がかかるサ漬ベツ川は

錦8図高位溌凝鋤泳樽ふイイチゴの群落(北大農学部辻井逢夫撮影)�
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瀞薄鰯

海錐微醐刷こ鋤脳裏晩潮溜(舵災経学部辻淋遼爽鐙澱)

いものがはじめて顔を出す｡この付近では貴重な土取

!)場である.下部は恵北層の砂礫層上部はワンコの

択軽宥層と豊徳大凶灰層である｡台地を横ぎる叛遺に

入ると急は森林雌帯となる,この付近から海津の砂丘

地帯にかけそは森林が保護され台地と砂丘あるいは砂

五列の間に狭長な湿地と沼が発達しちょっとした森と

潮の光景をみるζとかで書る｡台地から海樟砂昆列に

入るとその植生変化がきわめて規則正しいことが理解

で慧るであろう｡すなわち合地にはドドマツエゾ

㌢ツ林が優勢で砂丘列は内側がモンゴリナラガシワ

林帯そして海津側にハマぶンζク㌶ウボウムギハマ

ナスハ呼とルガオなどの草原的な灘落が位置している.

とくにモンゴリナラガシワ林の風衝景観はみごとで

ある.

海岸にでてしばらくしたら逆戻りして豊徳台地の

高台は登って原野の全景を眺めながら泥炭地の特性や

周辺の地質をまとめてみるIことにしよう.

海に接している皿

るが

標高!0～工4狐)がある占

部にはペンケ沼

の小沼が散在している｡

原野ぽ流入する水系にはサ貝ベツ川をはじめとして

上エコ貝ベツ川下工饒鴻ベツ川モサ源ベツ州アチ

ャルベシペ川およびオンネベツ川の諸河川がある苛こ

れらの諸河川はすべてサ浜ベツ川に合流し原野の南西

隅で天塩川ぽ注いでいる昔サ貝ベツ川はすで虹述べた

ようにきわめて降るい勾配を示す全くの自然減川であ

る｡気候条件は員本海の暖流の影響で緯度の割に

気温は低くなく年平均6｡晩年降水量五､三卿脳無

霜目数夏22買となっている｡

植生は泥炭地特有の性状を呈しているが各種泥炭の

分布は低位泥炭地9,000ヘクタｰル申聞泥炭地3,900ヘ

クタｰル高位泥炭地工､700ヘクタｰルとなっており

それぞれ分解度も異なり地表の植物景観も異な鶯てい

る｡すなわち嚢シを主とする低位

泥炭地灘落ヌ亨ガヤを主とする串闘

鱗鰯至07種の陵上背稚動物が榛當している.

灘澄賛影ナベ狡これらの分布は環境に麻じて種類数も

ζ就爽艦撃鶴肺臓燦

擬総個体数も異なり高位泥炭地<低位泥

炭地<乾燥の進んだ低位泥炭地<広葉

繊林下<針広混交林の順1こ増加してい

る､めずらしい動物としては眞1本

鰍聰列島には鉦落していないと妻れていた

獲ダ楓微鱒鴛禿チカナヘビが発見されたり従来

総辮､獲聡鍛籍)

は迷い鳥と考えられていたユキホホジ

サ日ベツ爆野のあら叢し

汝潔ベツ原野おは一般熔釆塩川の業流で

齢る淋濠ベツ州恕その糞沸ム1下黒鴛以ベツ

州の流域紀形成窓れ愁泥炭湿地の原野を事糺

繊滝｡サ漁ベツ原簿は凍薄約δ～8蝸

繭北野繊(爽盤州合流､細鴻国鉄淡纂べ列1

鉄橋譲懇)焚南挑悠擾い凝方形影なし繭

績約鋤呈⑪O豚次次一ル(地王道呈600狐ク労一

班繍混炭地)を苫めている｡蕊の泥炭地繭

積徴金櫨泥炭地総面積⑳?,3%熔務滋賀宥

糠鋤鵬⑳繭泥炭地紀次ぐ愁ので務澄｡

原野の北東および繭側は低山性の天盤山

地は囲蜜れ旗は台地砂昼列を介して日本

原野は標高3～'7狐の低滋地からな

中央部付近は約蝸Oヘクタｰルの洪積台地(丸山

また1北端部には兜沼中央

パンケ沼などの湖沼があるほか10余

1灘垂�
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第王遼潟炭遺体鑑定の事馨1

翻脳

詞鹸二ゆ発展過程(浦上

柳村から馨岬一翻改築)

口が渡り鳥であるこおがこの原野で確認され花､また

ペンケ沼には天然詞念物の虹ブナ鉄魚の生息もわかっ

てきた(北海道開発局サロベツ総合調査の成果による)

サはベツ漏炭地の船積遇穣

泥炭地の自然環境泥炭の特性はせんじつめるとそ

の生成過穣(堆積過程)に起因することか多いようであ

る｡据炭の生成にはいろいろな条件が必要である曲

それには嚢ず鶏一に水分泌多く酸素が不屍しているこ

と気温が比較的低く微生物の滑動が潜発でないことが

重要で勅る､このような条件をみたす嫌境は温帯北

部の湖沼あるいは入江匁とである岳

一般に陸地化型(湖沼型)の泥炭地ぽおける理想

的な泥炭の堆積過程は次のよう記述べられているヰ

まず湖沼の周辺から土砂か流入し水深カ液錦に濠

くなると湖底にはジ皿ソサイコウホネイなどの遺

体が分解してできた腐檎泥がた蜜る､そして湖沼は

周辺から滋地化しそこに籔シスケバンノキヤ

チダそなどの湿地糠物嚇生育する､その遺体淋年々湖

底紀た漢り厚さを増し低位泥炭を形成する自低位泥

炭地は養分にとむ土壌の上があるいは養分にとむ水

の供給されるところに発達するので富栄養泥炭地とも

いわれる｡

低位泥炭がある厚さば達すると地下水紘は相対的に

低下し一方土壌中の養分はだんだん乏しくなる.

この段階ではワタスゲヌマガヤなどの植物灘落が繁茂

しそれらの遺体が年冷堆積して中間泥炭カ婁生成される｡

中間泥炭がかなりの面積ぽひろがるとその中心部で･

は土壌巾の養分は濠すます乏しくなる､ζの段階では

ほとんど雨水だけで生育し自分の体内に水分を多量に

縫/二,ノζ簑㌶二葉沢婁鴛皮がある

震じマζリニマニ:算ζはζ鴛こに榊'

��

閲

漏

炭

商

泣

総

巌

ワタ

ミズ

ホ園ムイ

ヤチ中

ガヤ:茎と葉州)かれ目が茅ツキ螢労か昆虫の腹の

よう在外観を呈して分解慈れずに残ること

が多い根は臥姫く管状で薄くしなやか

スタ:茎は太いシュ籔状さくとせん維がからみ合

ったようにな!)書れいに套きにくい

榔凌黒りぽく翻長い管状

コケ:大根おるし状整は蔵病ぐ切れやすい

スゲ;茎ば太いシュ晦状ワタスゲと遠いさくと

せん織状にならずきれ廿'に分かれやすい

根は学生賛状で鮪1)くね柳ておりヌマガヤ

よリ強勧

ナ勢1籍兜リ濠ね童嚇い蓮

泥炭の堆積層の断面は下から腐植泥叫帳位泥炭→申聞

泥炭叫高位泥炭という順序で示されること紀なる山

サ潔ベツ原野の泥炭の堆積状態をみるとかならずし

も教科書どおりではない.第ユ蟻図獄サ災ベツ原野の

泥炭層の戯繭関である骨これからもわかるように場

所により堆積順序かかなり異なっている.おおまかに

みると原野の北部では下位からヨシ泥炭(低位泥炭).

→スゲｰヌマガヤ泥炭(中間泥炭)→スゲｰミズゴケ泥

炭(高位泥炭)という順序を示すが南部ではその逆の

傾向か強い｡ζのことはサ浜ベツ簾野ほぎの大き凄

をもっている場合はは泥炭の堆積遺穐も一様でなく

それぞれの環境紀溶した植生ポ発達し生成されたもの

と考えられる,

←

拳

以上のべた湖沼型の泥炭地の生成過程をとるならば

口〃一脈吻状

鮒至け鷲ベツ腺ふ茅､燃､断融固.暖川1炭

璽11!一色秘･土�
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分解度
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鶴裏表L.von撃㈱重し呈)椛巌分解度¢)手引

握る淋･')状態鑑ったと嚢1ξ)状態

_し.､分.､解㍗吋吋㍗㍗'工_川之!㌘戸溢

:ザ黄'尭金い紅分解なしノ完余粥瞭1滋碗無色!なし鍋が鰍鱗鵬織

林淡褐i般に柵艇…なし1売い鱗≡遼晩無亀≡鉦し搬茎燃繊ぴ艦織

淡編やや分解丞し完全納瞭混濁した水■なし鯛鱗麦臓維及ぴ綴織

∵∴ζ鴛㍍㌘箏轟蟻ヨll:1㍑1∴llll11

編相･llに分艦≡かたリ多量1明瞭塾欠く,強度に混灘し茂凍至■3秘搾出船度に弱状であるが握る滋はリ

1階∴雛鵬飢1楽刺識胴能燃繍爆榊ゼい㈱1猿ズ

､暗鵜i強鮒腐植いわめて掘1雑徽岬難蓑粉壮ヅ状い糊鰍畑書扮鮒やすい根

桝繍1瑞んど完全鵬大都分≡殆いない1一壁鰯が均総

≡黒;究㍑分鱗､金部なし一難鱗なし

サロベツ原野における泥炭の堆積渇糧堆積環境を考

｢'

1㌧

�

ノ

�

へJ

ノ＼

りによって湖盆が南北に二分される由北側は中央部

に南北は走る高まりがみられ東西ぽ二分されている｡

注簿すべきことはこの高まりを中心紀泥炭穣に混入

する鉱質土の混入率か高くなりある時期の氷みちであ

ったこと淋うが淋われる彗繭側の湖盆は北側のそれよ

りやや複雑な様相を呈している｡しかも泥炭の堆積状

態は逆転した傾向が強く鉱質土の混入は北側より少な

く安定している由

このようにサ浜ベツ原野の泥炭の堆積様式はかなり

複雑であるがそれについての解析は十分ではなくむ

しろ今後の重要な研究課題であろう帝

�

l口

i,中鞍議

1騒翻

ぼ/嚢

畷

鷹

j畷

1三

1薫

1〔コ

第14図一維内･サロベツ付遼の地質および恵北蟻葦1紳機膳基底の地

下等深線図(更別グルｰプ1966)

サロベツ原野周辺の篤鯉紀地質

この地域をふくむ周辺の籍四系は第五姻に系すごとく

でありその層序は窮エ5図のように要約される｡

シュンブ怜ウ騒1サ湾ベツ原野周辺には分布しない..

稚内市声問市街の蘭方工㎞の台地の崖下に点在するシル

トおよび粘土1砂よ!)な地層で0並醐g妙∫,篶ψ名曲糀

ノψ洲臓など高織性の泉化石を含む｡

剃悩狸策北地域1り欝鰹繁層序

…黄…声聞�
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恵北鰯:天北線意北願の東方につら

なる高度20服内外の丘綾地を標式地とする.

分布は声問市街南方台地(高度遂晦)サ頂

ベツ原野北方の丘陵地(アチャル台地)蜜

た西方の豊徳台地東方の鰯遺遂O号線が走る

台地などによく露出している.兜沼付近の

ものには兜沼層(ザ抜海｣関幅五蝸)アチャ

ノレ台地豊徳台地ではアチャル層(北海道開

発局サロベツ地区営農用水調査蝸6)と呼

ばれている.上記の露頭のほか原野ク)地

下にも本属が深度30～7肺におたって広く伏

樫していることが試錐その弛からあきらか

にされている山岩禍は水平的にか削〕変化

するが全体として砂礫質の部分が多い.ま

た1㎜内外の泥炭層を介在する暗灰色シノレト

～粘土層の発達もみられる｡砂礫層はアチャル台地

豊徳台地紀多く園遡陽線沿いでは精土質部分が卓越

する泥炭層からは相当量の泌似酬加亨の種子が発見さ

れ花粉分析の緕果から"醐>椴松でル･加を洋

う型となり現在のサハリン南部(エストル)付近の植

生に類似することカミ判明した.またコガネムシス

ケハムシなどの昆虫化石もまれにみられる(更別グノレｰ

プ藤則雄･朝比奈正二郎196筍)

ワンコの派鑑綴麟:上サ洋ベツ原野の西方豊里

(1/25,◎00地形図豊徳)部落⑳繭南東約O,6ぬぽ東西

性の丘陵地がありその南側にワンコの沢赫ある､こ

の丘陵地の東商端は砂利取り揚になりている,この丘

陵地の表繭は高度約2独である｡ζの砂利取リ場寸

前述の恵北層を不整合紀被覆する火1⊥唯堆積物に対して

ワンコの沢軽石層と命肩された哺分布は豊徳台地

丸山豊富から芦川にかけての国道遠O号線の台地にほぼ

○

�

�

�

�

苗帥

�

ユ5

..･･

一_･帖嬰徳火山灰層

■一一｡ワンコの派軽

帽章鼻拉耐､

Oi02030睦而

』

＼

沁､

;減1j

小

別

第16図ワンコノ沢軽石層中の凍結む五う乱何葦用

限きられる.しかしこれと同じような軽石層は東

天北地域の浅茅野台地にもみられる｡この火山噴出物

は換積位後期の利腕火山の活動に南衆するものであるこ

とは疑う余地はない.

周辺侵食緩斜面には衛行性堆積物がみられほぼ低位

段丘形成末期に相当する申

鐙強火出版鰯1サロベツ原野周辺の台地丘陵地の表薗

を一様に被覆する火山灰層である､ワンコの択軽石層

があるところでは一見整合的に上位に重さなってい

るが崖の末端ではあきらかにワンコの択軽看層を切っ

ている･ほかの地点でも下位の地層をほぼ原地形にそ

っておおっている｡分棉は資本海津の南隈は遠別町市

街地の北北隈は宗谷崎蜜てにも蓬する｡なおオホ

ｰツク海沿津では雄蔵町市街地北端より以北の段丘地帯

をおおっている.層厚は標式地付近の豊里では1.80m一

豊徳1.20m丸山1.50㎜であり南端の遠別付近では25

㎝ほどになる｡岩質は黒褐色の火山紬砂黄褐色の細

粒軽石をふくむ褐色ロｰムが主体である.黒褐色の火

山綱砂は圏緒し一児ややぼう軟な砂岩状を呈するのが

特徴で罵る.

いわ紬蕃坤繍綴:サロベツ原野の沖積層の基底は従

来の試錐や電探資料から検討してみると第王⑭図に示す

剃欄等1閉火山則出物ジ)分柳�
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ようはなる.すなわち先沖積薗はゆるい盆状構造を

示し深度一五0～一30mにわたる.海岸地帯では一5

搬前後の深度に先沖積面カ皇位置している.このような

滴

�

曲豊富1幌郷1ぶ

1幌延脱r弊北

塁9至｡

盤とがき

ちょっとばかり人間くささを交えて

サロベツ原野と

匡㎜1燃紙層1

鰯鵜包蘭一.㍉

鰍鰯

孤刹凝火出噴胸物(豊徳

醒ヨ叉鴛リヤ肩層)の襟状断面

睡蔓棚蹄～;鰍榊･

固磯

萎翻掲王:1

サ鶯ベツ原野に立った跨講しも“すばらしいバ業

しい矩と感危んの声をもらす｡この素朴な人聞性だけ

では原野の自然は守れない現状なのである.

そんな問題も含めていま一度北の自然の美しさを

見直したいものである.

(牽制ま北雛遣闘猪寵念館)
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第19図サロベツ猟墾予の地質断繭図(電気探査緕泉北海潮務局1966)
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